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大学、地域の支援機関、企業をつなぐ
『のりしろ』のある就労移行とは

令和8年度全国キャリア教育・就職ガイダンス
障害のある学生のキャリア教育・就職支援



岐阜大学

•学生数：約7000人

• 6学部等9研究科等

保健管理センター

•医師3名（内科、精神科）

•心理士3名（内非常勤2）

•障害学生支援Co.1名

•保健師看護師6名

保健管理センターウェブサイト
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岐阜大学 准教授
保健管理センター・医学部附属病院・
医学教育開発研究センター・連合創薬医療情報研究科
臨床心理士・公認心理師・大学カウンセラー
生まれ（ただけ）は東京、育ちは北海道
臨床心理学、学生相談、障害学生支援、地域連携



自己紹介 障害学生支援

発達障害学生支援に関するシンポジウム・Webセミナー

2017 202020192018 2021 2022



「シームレス（継ぎ目のない）」→「のりしろ」へ
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のりしろのある支援の実際

障害およびその特性のある学生に学内支援と並行して、、、

•在学中に支援機関のスタッフと面談

•在学中に支援機関のプログラムに参加

•在学中に支援機関を通じて企業見学、インターン

当たり前のこと？
しかし、「障害者雇用」と「地方都市の地域課題」

をかけ合わせると…



大企業（都市部）と中小企業（地方）の雇用の異なる動機

•人口減少による「働き手不足」は共通課題

•「戦力」となる働き手が欲しいのも共通課題

障害のある人の雇用を考える時に

•大企業（都市部）：「障害者」を雇用したい

→法定雇用率の充足

•中小企業（地方）：障害の有無は関係なく採用したい

→法定雇用率の適用外

→若者、大学生の採用経験がない

※都市と地方、大企業と中小企業の分類は課題をクリアにするための目安のひとつです。



在学中から＝のりしろのある支援 （主に）卒業・退学後

行政
事業

民間
支援

大学
企業
連携

のりしろのある支援カオスマップ＠岐阜大学モデル

ジンチャレ！

就労移行支援

中小企業家同友会：見学やインターン

若者サポートステーション超短時間ワーク

WORK!DIVERSITY

働くチカラPROJECT

ぎふキャリキャリプロ

障害者職業センター

発達障害者支援センター

障害者就業・生活支援センター※

就労継続支援（A型・B型）

就労選択支援

ハローワーク

家でも就活オンライン

HEAP連携校

PHEDタウンミーティング

就労定着支援

中小企業家同友会：雇用

上記※は、通称「なかぽつ」



岐阜市の取り組み

課題：行政区分の壁

• WORK!DIVERSITY in 岐阜

•岐阜市超短時間ワーク

出典：一般社団法人サステイナブル・サポート

出典：社会福祉法人舟伏 岐阜市超短時間ワーク応援センター



地域の支援機関の取り組み

出典：一般社団法人サステイナブル・サポート

出典：株式会社Notoカレッジ

出典：株式会社エンカレッジ



「のりしろ」づくりのために

大学 アウトソーシング（≠丸投げ）の視点を持つ

支援機関 ◯強みと対象者が明確な取り組み、プログラム

✕どんな学生でも紹介してください

企業 ぜひ一度「大学」を見に来てください

ぜひ一度「企業」を見せてください

コラボレーションの前にコミュニケーション

連携よりも相補性



「のりしろ」づくり：タウンミーティング

•東京大学PHED、京都大学
HEAPの支援を受けて、岐阜
エリアはこれまで４回開催
（2020、2021、2024、2025）

•大学が主催とならないことで
「地域づくり」を意識

•中小企業家同友会との貴重な
関係づくりの場



のりしろのある支援のメリット

学生 「自分のペース」で就活ができる→学業との兼ね合い

障害特性に理解がある中で就活、就職 ≠障害者雇用

大学（の
支援者）

学内では提供しきれないリソース

スムーズな引継ぎと追跡

支援機関 在学中の学生の様子を知れる
無業卒業でもその後の利用がスムーズ

企業 人材確保の一助、在学中の学生の様子を知れる

二者関係ではない安心感



のりしろのある支援の実例

• 1年半不登校を親に隠し、退学と就職（製造業）を決め
た発達障害特性のある学生

•入退院を繰り返しながら卒業し、後に就職（B型事業
所）した精神障害のある学生

•指導教員との不和を乗り越えて卒業し、後に就職（警
備会社）した発達障害特性のある学生



のりしろのある支援がめざすもの

•大学、地域の支援機関、企業の三方よし

•行く宛のない卒業生、退学者を生まない

•「障害」学生に特化しない支援

•特性理解のある企業へ就職、学生本人が納得する進路選択

•岐阜、東海地域の（特に中小）企業へ就職＝地域貢献・活性化
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